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■
平
成
29
年
度
第
2
回
木
材
需

給
会
議

林
野
庁
は
、平
成
29
年
9
月
27
日
（
水
曜
日
）

に
平
成
29
年
度
第
2
回
木
材
需
給
会
議
を
開
催

し
、「
主
要
木
材
の
需
給
見
通
し
（
平
成
29
年

第
4
四
半
期
及
び
平
成
30
年
第
1
四
半
期
）」

を
策
定
・
公
表
し
た
。

Ⅰ　

見
通
し
の
要
点

（
1
）
平
成
29
年
第
4
四
半
期（
10
～
12
月
）
の

需
給
は
、
国
産
材
合
板
用
丸
太
、
合
板
及
び
構

造
用
集
成
材
は
、
前
年
同
期
比
増
加
、
輸
入
製

材
品
は
前
年
同
期
同
程
度
、
国
産
材
製
材
用
丸

太
及
び
輸
入
丸
太
は
、
前
年
同
期
比
べ
減
少
見

通
し
。

（
2
）
平
成
30
年
第
1
四
半
期（
1
～
3
月
）
の

需
給
は
、
国
産
材
合
板
用
丸
太
及
び
輸
入
丸
太

は
、
前
年
同
期
比
増
加
、
国
産
材
製
材
用
丸
太
、

輸
入
製
材
品
、
合
板
及
び
構
造
用
集
成
材
は
、

前
年
同
期
比
減
少
見
通
し
。

（
3
）
平
成
29
年
度
の
新
設
住
宅
着
工
戸
数
は
、

貸
家
着
工
の
減
少
を
反
映
し
、
前
年
度
比
減
少

見
込
み
。

Ⅱ　

意
見
の
概
要
（
抄
）

1
．
住
宅
着
工
見
通

29
年
4
～
6
月
期
住
宅
着
工
は
25
・
0
万

戸
、
前
年
同
期
比
＋
1
・

1
％
と
29
年
に
入
り
勢
い
鈍

化
、
こ
れ
ま
で
牽
引
し
て
き

た
貸
家
の
鈍
化
顕
著
。
住
宅

着
工
予
測
は
、
前
年
度
実
績

を
若
干
下
回
る
96
・
9
万
戸

程
度
の
見
方
主
流
。

2
．
国
産
材
丸
太（
製
材
用
）　

29
年
第
2
四
半
期
実
績
は
前

年
同
期
比
微
減
、
第
3
四
半

期
は
豪
雨
の
影
響
等
で
国
産

材
製
材
品
に
品
薄
感
見
ら
れ

る
が
、
供
給
見
通
し
難
し
く

供
給
減
の
影
響
勘
案
し
、
前

回
予
測
よ
り
減
少
見
込
、
第

4
四
半
期
及
び
30
年
第
1
四
半
期
は
豪
雨
災
害

等
の
復
旧
、遅
れ
見
ら
れ
る
建
築
現
場
の
状
況
、

国
産
材
供
給
等
の
見
通
し
難
し
い
状
況
、
前
年

同
期
比
減
見
通
。
需
要
は
、
降
雨
の
影
響
、
建

築
現
場
の
工
程
遅
れ
見
ら
れ
、
8
月
稼
働
日
少

な
く
、
降
雨
に
よ
り
荷
動
き
落
ち
着
い
て
い
た

と
の
見
方
。
プ
レ
カ
ッ
ト
受
注
残
は
、
事
業
者

ご
と
に
差
、
差
は
拡
大
。
外
材
は
、
米
材
に
続

き
欧
州
材
も
入
手
が
難
し
い
品
目
が
出
、
良
材

入
手
が
困
難
と
の
情
報
。
価
格
は
、
強
含
み
、

国
産
材
を
含
め
供
給
、
価
格
を
注
意
深
く
見
守

る
必
要
。

3
．
国
産
材
丸
太
（
合
板
用
）　

29
年
第
2
四

半
期
実
績
は
住
宅
着
工
回
復
、
国
産
材
合
板
へ

の
シ
フ
ト
、
輸
入
合
板
減
少
、
フ
ロ
ア
台
板
等

へ
の
国
産
合
板
の
需
要
増
、
違
法
伐
採
等
の
環

境
問
題
、
国
内
工
場
の
最
大
限
稼
働
、
生
産
能

力
の
ア
ッ
プ
等
に
よ
り
、
前
年
同
期
比
増
、
第

3
四
半
期
は
前
年
同
期
比
増
、
第
4
四
半
期
は

国
産
材
型
枠
用
合
板
の
需
要
拡
大
、
新
規
合
板

工
場
の
稼
働
準
備
も
加
わ
り
、前
年
同
期
比
増
、

30
年
第
1
四
半
期
は
前
年
同
期
比
増
の
見
通

し
。

4
．
米
材
丸
太
需
要　

29
年
第
2
四
半
期
実
績

は
前
年
同
期
比
減
、
産
地
供
給
不
足
が
主
因
、

国
内
需
要
引
き
続
き
旺
盛
、
産
地
価
格
上
昇
基

調
に
転
じ
、
国
内
製
材
の
採
算
厳
し
く
、
第
3

四
半
期
は
前
年
同
期
比
並
み
需
要
、
産
地
西
海

岸
で
は
フ
ァ
イ
ヤ
ー
・
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
に
よ
る

伐
採
規
制
深
刻
、
需
要
に
見
合
う
供
給
な
く
、

産
地
・
国
内
価
格
は
需
給
逼
迫
か
ら
値
上
げ
始

ま
り
、
大
手
平
角
メ
ー
カ
ー
で
２
０
０
０
円
／

㎥
の
値
上
げ
、
国
内
原
木
在
庫
減
少
、
第
4
四

半
期
は
前
期
同
程
度
、
住
宅
着
工
・
プ
レ
カ
ッ

ト
需
要
は
年
内
堅
調
推
移
見
込
ま
れ
る
が
、
産

地
原
木
供
給
量
が
早
期
に
回
復
せ
ず
、
当
面
、

需
給
ギ
ャ
ッ
プ
か
ら
原
木
・
製
品
と
も
値
上
浸

透
、
港
頭
在
庫
更
に
減
り
込
む
、
国
産
材
価
格

の
値
上
げ
も
通
り
だ
す
、
30
年
第
1
四
半
期
は

産
地
原
木
供
給
量
回
復
し
、
国
内
は
ほ
ぼ
需
給

は
見
合
う
状
態
に
戻
る
も
、
前
年
同
期
比
減
、

国
内
原
木
在
庫
は
少
な
い
状
態
で
推
移
、
暫
く

は
高
値
で
横
這
う
展
開
予
想
。

５
．
米
材
製
材
品
需
要　

29
年
第
2
四
半
期
実

績
は
入
荷
順
調
、
出
荷
も
増
加
し
予
想
を
上
回

り
、
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
も
順
調
に
生
産
、
し
ば

ら
く
こ
の
ペ
ー
ス
続
く
、
第
3
四
半
期
は
現
地

の
日
本
向
け
を
増
や
す
意
欲
薄
く
、
日
本
サ
イ

ド
の
買
い
付
け
意
欲
強
い
と
言
え
ず
、
前
年
同

期
比
若
干
増
、
第
4
四
半
期
は
北
米
フ
ァ
イ

ヤ
ー
・
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
続
き
、
丸
太
不
足
慢
性

化
、
原
木
価
格
上
昇
傾
向
、
ま
す
ま
す
日
本
向

け
出
荷
が
困
難
な
状
況
、
前
年
同
期
比
減
、
30

年
第
1
四
半
期
は
現
地
製
材
工
場
が
丸
太
不
足

と
原
木
価
格
上
昇
を
理
由
に
、
輸
出
価
格
の
値

上
げ
に
動
き
、年
末
ま
で
の
入
荷
か
な
り
減
る
、

現
地
原
木
不
足
年
末
ま
で
に
は
解
消
、
3
月
頃

に
は
入
荷
も
回
復
、
前
期
比
減
の
見
通
し
。

6
．
米
材
、
欧
州
材
、
北
洋
材
、
輸
入
集
成
材

の
供
給

（
1
）
米
材
丸
太
供
給　

29
年
第
2
四
半
期
実

績
は
前
年
同
期
比
減
、
第
3
四
半
期
は
、
伐
採

規
制
も
あ
り
、
あ
ま
り
伸
び
ず
、
前
年
同
期
並

み
、
第
4
四
半
期
は
伐
採
規
制
に
よ
る
出
材
遅

れ
、
需
要
大
き
く
変
わ
ら
ず
、
第
2
、
第
3
四

半
期
と
同
程
度
、
30
年
第
1
四
半
期
は
天
候
問

題
な
け
れ
ば
前
期
よ
り
増
予
想
。

（
2
）
米
材
製
材
品
供
給　

29
年
第
2
四
半
期

実
績
は
順
調
な
需
要
と
北
米
市
況
の
煽
り
受

け
、供
給
タ
イ
ト
感
で
入
荷
は
前
年
同
期
比
増
、

2
×
4
が
順
調
な
伸
び
、
第
3
四
半
期
は
カ
ナ

ダ
山
火
事
の
影
響
で
供
給
が
タ
イ
ト
、
前
年
同

主要木材の入荷量等の概要
国産材丸太 輸入

丸太
輸入

製材品
合板

構造用
集成材製材用 合板用

27年計（実績） 11,835 3,358 3,359 6,132 5,656 2,030
（97）（105） （82） （95） （90） （95）

28年第 1 四半期 3,168 912 992 1,598 1,459 499
実績 （106）（111）（120）（110） （98）（107）
28年第 2 四半期 3,152 971 917 1,643 1,450 555
実績 （107）（115）（105）（103）（105）（109）
28年第 3 四半期 2,917 891 789 1,639 1,452 572
実績 （106）（114）（104）（107）（108）（105）
28年第 4 四半期 3,141 940 881 1,580 1,474 565
実績 （100）（103） （98）（102）（102）（111）

28年計（実績） 12,378 3,714 3,579 6,460 5,835 2,191
（105）（111）（107）（105）（103）（108）

29年第 1 四半期 3,113 893 833 1,599 1,541 594
実績 （98） （98） （84）（100）（106）（119）
29年第 2 四半期 3,125 1,006 851 1,695 1,505 606
実績 （99）（104） （93）（103）（104）（109）
29年第 3 四半期 2,800 1,000 835 1,605 1,467 605
見込み （96）（112）（106） （98）（101）（106）
29年第 4 四半期 3,000 990 829 1,580 1,501 575
見通し （96）（105） （94）（100）（102）（102）

29年計（見通し） 12,038 3,889 3,348 6,479 6,014 2,380
（97）（105） （94）（100）（103）（109）

30年第 1 四半期 3,000 970 850 1,570 1,474 560
見通し （96）（109）（102） （98） （96） （94）

（単位：千㎥ , ％）（括弧内は前年比又は前年同期比）
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期
比
若
干
の
減
、
第
4
四
半
期
は
年
末
に
向
け

住
宅
着
工
の
伸
び
予
測
さ
れ
、
入
荷
増
、
前
年

同
期
比
並
み
、
30
年
第
1
四
半
期
は
住
宅
着
工

需
要
ピ
ー
ク
過
ぎ
、
ク
リ
ス
マ
ス
休
暇
の
影
響

で
、
前
年
同
期
比
並
予
測
。

（
3
）
欧
州
材
製
材
品
供
給　

29
年
第
2
四
半

期
実
績
は
前
年
同
期
比
並
み
、
羽
柄
材
減
も
、

ラ
ミ
ナ
増
、第
3
四
半
期
は
前
年
同
期
比
微
減
、

コ
ン
テ
ナ
不
足
の
反
動
で
9
月
入
荷
は
例
年
よ

り
減
ら
ず
、
第
4
四
半
期
は
入
荷
減
、
Ｒ
Ｗ
ラ

ミ
ナ
の
買
付
旺
盛
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
入
荷
減

少
継
続
、
ブ
ル
ー
ス
テ
イ
ン
、
羽
柄
材
等
完
成

品
買
い
は
絞
る
が
、
ラ
ミ
ナ
順
調
で
前
年
同
期

比
増
、
30
年
第
1
四
半
期
は
年
末
年
始
、
内
地

在
庫
高
水
準
続
き
、羽
柄
材
入
荷
押
さ
え
気
味
、

前
年
同
期
比
減
見
通
し
。
Ｒ
Ｗ
ラ
ミ
ナ
は
順
調

に
入
荷
見
込
み
。

（
4
）
北
洋
材
丸
太
供
給　

29
年
第
2
四
半
期

実
績
は
合
板
メ
ー
カ
ー
向
け
入
荷
で
予
想
よ
り

増
、
第
3
四
半
期
は
前
年
同
期
比
増
、
第
4
四

半
期
は
、
端
境
期
、
前
年
同
期
比
減
、
30
年
第

1
四
半
期
は
安
定
供
給
の
評
価
を
考
慮
し
、
入

荷
引
き
続
き
限
定
的
、前
年
同
期
並
み
と
予
想
。

（
5
）
北
洋
材
製
材
品
供
給　

29
年
第
2
四
半

期
実
績
は
前
年
同
期
比
同
程
度
、入
荷
順
調
も
、

1
～
7
月
で
は
、
昨
年
比
－
4
・
3
％
。
第
3

四
半
期
は
産
地
生
産
環
境
順
調
も
、
港
頭
在
庫

多
く
、
前
年
同
期
比
減
、
第
4
四
半
期
は
港
頭

在
庫
多
く
、
端
境
期
迎
え
買
い
控
、
前
年
同
期

比
減
、
30
年
第
1
四
半
期
は
対
日
価
格
悪
く
な

く
、
例
年
同
様
の
入
荷
、
前
年
同
期
比
増
の
見

通
し
。

（
6
）
輸
入
構
造
用
集
成
材
供
給　

29
年
第
2

四
半
期
実
績
は
Ｒ
Ｗ
梁
に
不
足
感
、
引
合
い
旺

盛
で
前
年
同
期
比
増
、
第
3
四
半
期
は
引
続
き

Ｒ
Ｗ
梁
中
心
に
引
き
合
強
く
入
荷
数
量
順
調

も
、
供
給
キ
ャ
パ
限
ら
れ
前
年
同
期
比
減
、
第

4
四
半
期
は
夏
休
で
入
荷
量
限
ら
れ
、
前
年
同

期
比
並
、
30
年
第
1
四
半
期
は
年
末
年
始
及
び

需
要
も
若
干
落
ち
着
き
前
年
同
期
比
減
の
見
通

し
。

7
．
南
洋
材
製
材
品
の
需
要　

29
年
第
2
四
半

期
実
績
は
毎
月
40
千
㎥
程
度
の
出
荷
、
第
3
四

半
期
は
住
宅
着
工
好
調
推
移
、前
年
同
期
並
み
、

第
4
四
半
期
は
夏
場
公
共
事
業
物
件
、
秋
需
見

越
し
た
動
き
も
あ
り
、
前
年
同
期
並
み
、
30
年

第
1
四
半
期
は
住
宅
着
工
、
店
舗
開
発
等
大
き

な
増
減
な
い
と
予
想
。

8
．
国
産
、
輸
入
合
板
の
需
要

（
1
）
国
内
製
造
合
板
需
要　

29
年
第
2
四
半

期
実
績
は
前
年
同
期
比
増
、
大
手
の
ハ
ウ
ス

メ
ー
カ
ー
・
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
は
仕
事
量
底
堅

く
、
中
小
工
務
店
・
ビ
ル
ダ
ー
向
け
受
注
残
は

流
通
店
倉
庫
へ
の
納
入
進
む
、
第
1
・
2
四
半

期
は
複
合
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
基
材
の
国
産
材
利
用

及
び
合
板
輸
出
大
き
く
伸
び
、
第
3
四
半
期
は

前
年
同
期
比
増
、
大
手
の
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
・

プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
は
、
稼
働
好
調
、
仕
入
量
増
、

中
小
工
務
店
・
ビ
ル
ダ
ー
向
は
、
東
日
本
地
区

も
引
き
合
い
増
加
し
始
め
、
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
用

針
葉
樹
台
板
需
要
は
、
増
加
傾
向
、
通
常
品
は

極
端
な
納
期
遅
延
に
至
ら
な
い
が
、
特
寸
や
実

加
工
品
は
納
期
要
す
、
全
国
的
に
品
薄
続
き
、

一
層
深
ま
る
、第
4
四
半
期
は
前
年
同
期
程
度
、

針
葉
樹
構
造
用
合
板
は
、
大
手
の
ハ
ウ
ス
メ
ー

カ
ー
・
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
は
仕
入
量
高
水
準
、

中
小
工
務
店
・
ビ
ル
ダ
ー
は
、
メ
ー
カ
ー
販
売

姿
勢
を
睨
み
手
当
、
ほ
ぼ
前
年
水
準
の
住
宅
着

工
に
よ
り
需
要
維
持
、
在
庫
低
水
準
、
30
年
第

1
四
半
期
は
前
年
同
期
程
度
の
見
通
し
。
針
葉

樹
構
造
用
合
板
需
要
は
、
全
体
で
は
前
年
同
期

水
準
の
見
込
み
。
複
合
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
台
板
や

コ
ン
ク
リ
ー
ト
型
枠
合
板
の
供
給
に
向
け
生
産

体
制
づ
く
り
課
題
、
需
要
環
境
見
な
が
ら
供
給

力
を
増
す
。

（
2
）
輸
入
合
板
需
要　

29
年
第
2
四
半
期
実

績
は
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
台
板
基
材
の
輸
入
合
板
利

用
は
第
1
・
2
四
半
期
生
産
量
で
前
年
比
10
％

強
減
、
第
1
四
半
期
大
量
入
荷
も
、
全
体
と
し

て
旺
盛
な
需
要
、
前
年
同
期
比
増
、
第
3
四
半

期
は
サ
ラ
ワ
ク
州
のTim

ber Prem
ium

（
以

下
「
Ｔ
Ｐ
」
と
い
う
）
の
税
率
引
上
げ
を
契
機

に
先
高
感
、
マ
レ
ー
シ
ア
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

出
材
不
足
、
現
地
契
約
残
の
生
産
回
復
状
況
を

見
な
が
ら
の
手
当
、
出
荷
も
供
給
量
に
制
約
さ

れ
前
年
同
期
比
減
、
当
面
輸
入
元
提
示
価
格
水

準
に
市
場
も
従
う
、
第
4
四
半
期
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
型
枠
は
大
型
物
件
建
設
増
に
よ
る
需
要

増
、根
強
い
需
要
に
支
え
ら
れ
前
年
同
期
程
度
、

供
給
は
、
丸
太
不
足
改
善
や
契
約
残
納
入
に
よ

り
ほ
ぼ
前
年
水
準
、
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
用
台
板
の

輸
入
合
板
利
用
は
全
体
で
減
少
も
、
床
暖
用
床

材
で
南
洋
材
台
板
の
根
強
い
需
要
、
30
年
第
1

四
半
期
は
薄
・
中
厚
・
台
板
等
で
輸
入
合
板
か

ら
他
へ
の
転
換
は
進
む
も
、
前
期
並
み
の
見
通

し
。■「

森
林
・
林
業
の
再
生
に
向

け
た
共
同
行
動
宣
言
２
０
１
７
」

（「
日
本
の
森
林
を
守
る
協
議
会
」設
立
）

平
成
29
年
10
月
27
日
、
森
林
・
林
業
・
木
材

産
業
6
団
体
（
日
本
林
業
協
会
、
全
木
連
、
全

森
連
、
日
本
林
業
経
営
者
協
会
、
全
素
協
及
び

全
市
連
）
は
、「
国
産
材
を
活
用
し
日
本
の
森

林
を
守
る
運
動
推
進
協
議
会
」
を
設
立
す
る
と

と
も
に
、「
森
林
・
林
業
の
再
生
に
向
け
た
共

同
行
動
宣
言
２
０
１
７
」を
宣
言
・
公
表
し
た
。

「
今
後
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
関
係
者

は
、
森
林
・
林
業
の
再
生
へ
の
動
き
を
さ
ら
に

加
速
化
し
て
い
く
た
め
、
引
続
き
森
林
環
境
税

の
創
設
や
都
市
の
木
質
化
へ
向
け
た
抜
本
的
対

策
の
創
設
な
ど
に
取
組
む
と
と
も
に
森
林
・
山

村
の
現
状
を
憂
い
、
日
本
の
森
林
・
林
業
の
再

生
に
協
力
を
惜
し
ま
な
い
企
業
、
消
費
者
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
等
と
力
を
合
わ
せ
国
産
材
の
安
定
供
給
・

需
要
拡
大
を
実
現
し
て
い
く
た
め
「
国
産
材
を

活
用
し
日
本
の
森
林
を
守
る
運
動
推
進
協
議

会
」
を
立
ち
上
げ
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
決
意
を

も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。
国
民
各
層
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
日
本
の
森
林
・
林
業
そ
し

て
山
村
の
再
生
を
実
現
す
る
た
め
、
次
の
事
項

に
共
同
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
宣
言
す
る
。」

と
い
う
趣
旨
。

具
体
的
内
容
は
、
以
下
の
と
お
り
。

1
．
日
本
の
森
林
が
直
面
す
る
経
営
放
棄
地
や

境
界
不
明
森
林
な
ど
の
基
本
的
命
題
に
対
応
す

る
た
め
、
森
林
環
境
税
の
創
設
を
求
め
る
こ
と

と
し
、
森
林
・
林
業
界
を
挙
げ
た
行
動
を
一
層

進
め
る
と
と
も
に
、
関
係
団
体
に
お
い
て
も
施

業
の
集
約
化
、
効
率
化
等
日
本
の
林
業
の
競
争

力
を
高
め
る
た
め
の
取
組
を
よ
り
一
層
強
化
す

る
。

2
．
国
産
材
需
要
の
大
宗
を
占
め
る
住
宅
建
築

が
将
来
的
に
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
る
中
、
国

産
材
の
安
定
的
な
需
要
を
確
保
し
て
い
く
た

め
、
非
住
宅
分
野
で
の
国
産
材
利
用
拡
大
へ
の

取
組
を
強
化
す
る
こ
と
と
し
、
進
み
始
め
て
い

る
新
た
な
技
術
の
活
用
に
よ
る
需
要
の
掘
り
起

こ
し
や
民
間
建
築
物
へ
の
木
材
利
用
拡
大
の
た

め
の
法
制
度
の
創
設
等
に
向
け
た
取
組
を
強
化

す
る
。

3
．「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、
植
え
て
、
育
て
る
」

森
林
資
源
の
循
環
利
用
の
サ
イ
ク
ル
を
可
能
と

す
る
た
め
、「
国
産
材
を
優
先
的
に
利
用
し
て
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本
の
森
林
を
守
る
活
動
」に
賛
同
す
る
企
業
、

消
費
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
の
連
携
・
協
力
の
下
、

国
産
材
の
活
用
に
対
す
る
情
報
発
信
に
取
組
む

な
ど
、
国
産
材
の
安
定
供
給
・
需
要
拡
大
に
向

け
た
具
体
的
な
行
動
を
展
開
す
る
。
平
成
29
年

10
月
27
日
６
団
体
会
長
。

■
第
37
回
木
と
暮
ら
し
の
ふ
れ

あ
い
展

東
京
都
と
（
社
）
東
京
都
木
材
団
体
連
合
会

（
吉
条
良
明
会
長
）
は
10
月
7
日
（
土
）
～
8

日
（
日
）、
都
内
江
東
区
の
木
場
公
園
イ
ベ
ン

ト
広
場
で
「
木
と
暮
ら
し
の
ふ
れ
あ
い
展
」
を

開
催
し
た
。
前
日
か
ら
の
雨
模
様
も
回
復
し
、

会
場
に
は
2
日
間
で
約
7
万
人（
主
催
者
発
表
）

が
訪
れ
、
出
店
団
体
に
よ
る
展
示
即
売
や
木
工

教
室
を
楽
し
む
参
加
者
で
、
お
お
い
に
に
ぎ

わ
っ
た
。

7
日
の
式
典
は
、廣
木
俊
一
実
行
委
員
長（
新

東
京
木
材
商
業
協
同
組
合
代
表
理
事
）
に
よ
る

開
会
宣
言
の
あ
と
、
主
催
者
の
東
京
都
産
業
労

働
局
の
藤
田
裕
司
局
長
が
挨
拶
し
、
続
い
て
挨

拶
に
立
っ
た
吉
条
都
木
連
会
長
は
、「
住
宅
着

工
の
増
、
木
材
自
給
率
34
・
8
％
と
な
っ
た
こ

と
、
異
常
高
温
・
集
中
豪
雨
等
の
要
因
と
し
て

の
地
球
温
暖
化
、
抑
制
対
策
と
し
て
森
林
の
役

割
が
益
々
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
木
材
需

要
を
促
進
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ

と
、
オ
リ
パ
ラ
で
訪
れ
る
外
国
の
方
々
に
人
と

木
が
触
れ
あ
い
溶
け
込
ん
で
い
る
日
本
の
伝
統

文
化
、
建
築
技
術
に
接
す
る
機
会
を
、
来
年
秋

の
東
京
開
催
の
全
国
植
樹
祭
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト

を
通
じ
木
の
良
さ
を
感
じ
、
木
材
へ
の
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
き
た
い
」
等
に
言
及
し
て
挨
拶

し
た
。
開
会
式
で
は
、
ア
ル
プ
ホ
ル
ン
も
演
奏

さ
れ
、
豊
か
な
音
色
が
参
加
者
の
耳
を
楽
し
ま

競
り
が
行
わ
れ
、
活
況
を
呈
し
た
。

■
第
62
回
全
国
優
良
木
材
展
示

会
（
東
京
木
材
市
場
（
株
））

東
北
木
材
（
株
）
に
都
知
事
賞

東
京
都
木
材
団
体
連
合
会（
吉
条
良
明
会
長
）

と
東
京
木
材
市
場
協
会
（
市
川
英
治
会
長
）
は

10
月
5
日
（
木
）
に
、
東
京
木
材
市
場
株
式
会

社
（
市
川
英
治
社
長
）
に
お
い
て
全
国
優
良
木

材
展
示
会
を
開
催
し
た
。
10
月
4
日
（
水
）
に

行
わ
れ
た
審
査
会
に
お
い
て
は
、
14
社
２
６
９

㎥
の
製
材
品
に
つ
い
て
、「
寸
法
、技
術
、表
示
・

結
束
、
乾
燥
、
出
荷
実
績
」
な
ど
の
項
目
ご
と

に
、
減
点
方
式
で
審
査
し
た
。
審
査
結
果
は
、

以
下
の
と
お
り
。

①
都
知
事
賞:

東
北
木
材
（
株
）

②
産
業
労
働
局
長
賞:

（
株
）
沓
澤
製
材
所
、

協
和
木
材（
株
）、厚
沢
部
林
産
工
業（
株
）、

（
有
）
東
部
産
業
、
上
大
木
材
産
業
（
株
）

せ
た
。

【
イ
ベ
ン
ト
会
場
】

イ
ベ
ン
ト
会
場
で
は
、
約
20
の
参
加
団
体
に

よ
る
テ
ン
ト
が
張
ら
れ
、
森
林
の
役
割
や
木
材

利
用
の
大
切
さ
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
の

ク
イ
ズ
や
寸
劇
、
木
工
品
の
即
売
な
ど
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、
マ
イ
箸
づ
く
り
や
縁
台
づ
く
り
を

体
験
す
る
木
工
教
室
及
び
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
オ

リ
ー
ブ
の
苗
木
配
布
な
ど
が
行
わ
れ
、
順
番
待

ち
す
る
親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ
っ
た
。
ま
た
木
製

花
器
、木
の
椅
子
、ス
ノ
コ
、杉
盆
な
ど
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、
木
挽
き
の
実
演
な
ど

も
行
わ
れ
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
木
場
の
木
遣

り
、
太
鼓
演
奏
や
詩
吟
が
披
露
さ
れ
て
、
多
く

の
人
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

■
第
45
回
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
展
示

会
（
丸
宇
木
材
市
売（
株
）北
浜
市
場
）

第
45
回
Ｊ
Ａ
Ｓ
展
は
、
す
で
に
3
会
場
に
お

い
て
実
施
済
み
で
あ
り
、
そ
の
概
要
は
既
報
の

と
お
り
で
あ
る
。
10
月
に
は
、
12
日
（
木
）
に

丸
宇
木
材
市
売
（
株
）
北
浜
市
場
（
押
本
雅
壽

社
長
、
埼
玉
県
）
で
開
催
さ
れ
た
。

11
日
（
水
）
の
審
査
会
に
は
、
7
社
か
ら
41

㎥
の
製
品
が
出
品
さ
れ
、
服
部
順
昭
審
査
委
員

長
ほ
か
審
査
員
が
厳
正
に
審
査
し
た
結
果
、
１

０
０
点
が
3
社
と
極
め
て
優
秀
な
成
績
と
な
っ

た
。翌

日
12
日
の
展
示
即
売
会
に
は
、
主
催
者
を

代
表
し
て
、
全
木
連
の
坂
東
理
事
が
出
席
し
、

Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
の
意
義
や
普
及
へ
の
協
力
要
請
を

行
っ
た
。
ま
た
、
開
催
市
場
の
押
本
社
長
が
挨

拶
し
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
の
普
及
と
お
買
い
上
げ
を

要
請
し
た
。
式
典
の
後
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
等
の（JAS展競りの様子）

（開会式の様子）

（知事賞授与）
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夫
東
京
商
工
会
議
所
会
頭
（
日
本
商
工
会
議
所

会
頭
）
一
行
が
、
新
木
場
を
視
察
し
、
木
材
関

係
者
と
意
見
交
換
等
を
行
っ
た
。
当
日
は
、
東

京
商
工
会
議
所
城
東
ブ
ロ
ッ
ク
管
内
の
細
田
木

材
工
業
（
株
）（
江
東
区
）
及
び
㈲
ナ
プ
ラ
（
葛

飾
区
）
も
併
せ
て
視
察
し
た
。
三
村
会
頭
等
11

名
は
、
東
京
木
材
市
場
を
訪
れ
、
市
川
英
治
社

長
（
全
市
連
会
長
）
等
の
説
明
で
林
場
に
並
ぶ

製
材
品
を
興
味
深
げ
に
視
察
さ
れ
た
。
ま
た
、

会
社
概
要
及
び
木
材
流
通
の
状
況
等
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
、
市
川
英
治
社
長
及
び
早
川
金
光

買
方
組
合
理
事
長
（
全
買
連
会
長
）
等
と
木
材

業
界
の
現
状
・
課
題
等
に
つ
い
て
も
意
見
交
換

を
行
っ
た
。
三
村
会
頭
は
、
鉄
鋼
畑
の
出
身
だ

が
、「
林
業
復
活
・
地
域
創
生
を
推
進
す
る
国

民
会
議
」
会
長
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
突
っ
込

ん
だ
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
商
工
会
議
所
会

頭
が
、
木
材
市
場
を
訪
れ
る
の
は
、
関
係
者
の

記
憶
に
も
無
い
と
こ
ろ
で
、
経
済
界
に
お
い
て

■
ス
テ
ー
キ
と
ヒ
ト
と
地
産
地
消

先
日
、
テ
レ
ビ
で
、
日
本
の
有
名
な

シ
ェ
フ
が
巡
る
「
世
界
の
美
味
し
い

ス
テ
ー
キ
の
旅
」
の
番
組
を
放
送
し

て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
及

び
イ
タ
リ
ア
だ
っ
た
か
、
そ
れ
ぞ
れ

の
国
の
牛
肉
で
つ
く
ら
れ
る
、
ご
当

地
の
人
気
店
の
ス
テ
ー
キ
は
と
て
も
お
い
し
そ

う
だ
っ
た
。
番
組
の
ま
と
め
と
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
シ
ェ
フ
が
語
る
作
り
方
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

そ
の
牛
が
育
っ
た
地
域
の
素
材
を
最
大
限
使
用

し
て
調
理
す
る
と
、
ス
テ
ー
キ
は
、
最
も
美
味

し
く
な
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
と
思
う
。さ
て
、

我
々
ヒ
ト
に
つ
い
て
こ
れ
を
当
て
は
め
て
見
る

と
、
そ
の
生
活
圏
の
食
材
を
食
べ
、
地
域
の
材

料
で
作
っ
た
衣
服
・
建
物
等
の
中
で
生
活
す
る

と
、〝
も
っ
と
も
美
味
し
く
な
る
〟
と
い
う
わ

け
に
は
、
倫
理
上
い
か
な
い
。
や
は
り
、
こ
こ

は
、
地
産
地
消
の
生
活
が
ヒ
ト
の
健
康
・
長
寿

に
と
て
も
良
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
た

だ
し
、
地
産
地
消
が
良
い
と
言
っ
て
も
、
行
政

上
の
都
合
も
あ
ろ
う
が
、
近
年
の
あ
ま
り
に
狭

い
、
行
政
的
区
分
に
こ
だ
わ
り
過
ぎ
る
の
は
、

い
か
が
な
も
の
か
。
こ
だ
わ
り
の
あ
ま
り
、
地

元
材
を
は
る
か
遠
方
に
運
ん
で
、
加
工
し
て
地

域
に
戻
し
て
建
築
す
る
と
い
う
の
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
等
の
面
で
「
環
境
に
優
し
い
資
材
で

あ
る
木
材
」
の
名
が
泣
く
の
で
は
な
い
か
。
県

産
材
で
は
な
く
圏
産
材
と
言
わ
れ
た
著
名
な
教

授
が
お
ら
れ
た
が
、
地
域
銘
柄
材
以
外
の
一
般

材
で
あ
れ
ば
、
例
え
ば
九
州
材
、
中
四
国
材
、

東
北
材
と
い
っ
た
圏
域
の
大
き
な
括
り
で
良
い

の
で
は
な
い
か
。圏
産
材
利
用
促
進
の
動
き
を
、

応
援
し
た
い
。
更
に
言
え
ば
国
産
材
（
無
垢
の

Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
が
よ
り
好
ま
し
い
）
の
利
用
促

進
で
よ
ろ
し
い
の
で
は
な
い
か
。

雑 記 帳

③
都
木
連
会
長
賞:

久
万
広
域
森
林
組
合
、

（
株
）
松
栄
商
事
、
沼
崎
製
材
所
、
㈲
東

山
興
業
、
㈲
関
野
材
木
店
。

式
典
で
は
、
ご
来
賓
挨
拶
の
後
、
市
川
東
京

木
材
市
場
（
株
）
社
長
か
ら
「
展
示
会
開
催
に

ご
尽
力
い
た
だ
い
た
関
係
者
へ
の
感
謝
、
秋
需

の
真
只
中
、
今
こ
そ
国
産
材
需
要
拡
大
の
好
機

で
あ
り
、
品
質
・
規
格
の
担
保
さ
れ
た
優
良
国

産
材
の
一
層
の
お
買
い
上
を
」
等
の
謝
辞
・
挨

拶
が
あ
り
、
続
い
て
、
活
発
な
セ
リ
が
行
わ
れ

た
が
、
ア
フ
リ
カ
ン
マ
ホ
ガ
ニ
ー
等
珍
し
い
出

品
材
も
話
題
と
な
っ
た
。

■
第
57
回
千
葉
県
優
良
木
材
展

示
会
（
千
葉
県
木
材
市
場
（
協
））

千
葉
県
森
連
、
千
葉
県
木
材
振
興
協
会
、
千

葉
県
木
材
市
場
（
協
）
及
び
「
ち
ば
の
木
認
証

セ
ン
タ
ー
は
、
10
月
19
日
（
木
）
に
、
千
葉
県

木
材
市
場
（
協
）（
吉
岡
實
代
表
理
事
）
に
お

い
て
千
葉
県
優
良
木
材
展
示
会
を
開
催
し
た
。

前
日
10
月
16
日
に
審
査
会
が
行
わ
れ
、
素
材

の
部
50
点
、
製
材
品
の
部
30
点
及
び
間
伐
材
の

部
5
点
の
中
か
ら
、
各
賞
が
選
ば
れ
、
19
日
に

表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。
最
優
秀
賞
林
野
庁
長
官

賞
に
は
、
素
材
の
部　

㈲
勝
又
木
材
：
ス
ギ

（
76
㎝
×
５
ｍ
）
及
び
製
材
品
の
部　

㈲
勝
又

木
材
：
ス
ギ
（
13
・
5
㎝
×
13
・
5
㎝
×
4
・

0
ｍ
）
が
選
ば
れ
た
。
表
彰
式
後
の
セ
リ
は
、

秋
雨
の
中
、
多
く
の
買
方
様
が
集
ま
り
、
活
況

を
呈
し
た
商
い
と
な
っ
た
が
、
長
官
賞
の
ス
ギ

素
材
は
、
㎥
22
万
円
で
落
札
さ
れ
た
。

■
日
本
商
工
会
議
所
会
頭
新
木

場
視
察

～
東
京
木
材
市
場
他
～

平
成
29
年
10
月
03
日
（
火
）
午
後
に
三
村
明

も
林
業
・
木
材
産
業
へ
の
関
心
が
高
く
な
っ
て

い
る
こ
と
の
現
れ
か
も
し
れ
な
い
。

■
平
成
29
年
度
木
材
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
養
成
講
習
会
（
建
築
士
会

Ｃ
Ｐ
Ｄ
認
定
）
開
催
の
ご
案
内

木
材
を
取
り
扱
う
方
々
等
を
対
象
に
環
境
問

題
や
木
材
需
給
、
日
本
の
林
業
の
ほ
か
、
木
の

見
分
け
方
や
基
本
的
性
質
、
木
造
建
築
に
関
す

る
実
践
的
な
知
識
を
学
ん
で
頂
く
た
め
、
下
記

に
よ
り
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。
こ
の
講
習
会
は
、（
公
社
）
日
本

建
築
士
会
連
合
会
の
Ｃ
Ｐ
Ｄ
認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。（
東
京
・
大
阪
の
各
会
場
で

定
員
40
名
程
度
を
予
定
。）

日
程
等
は
、

①
（
東
京
会
場
）
平
成
30
年
2
月
16
日
（
金
）

９
：
30
～
17
：
20
、
2
月
17
日
（
土
）　

9
：

00
～
15
：
40　
（
於
）
木
材
・
合
板
博
物
館
1

Ｆ
会
議
室
（
〒
１
３
６
―
８
４
０
５　

東
京
都

江
東
区
新
木
場
1
丁
目
7
番
22
号
新
木
場
タ

ワ
ー
）

②
（
大
阪
会
場
）
平
成
30
年
2
月
23
日
（
金
）

9
：
30
～
17
：
20
、
2
月
24
日
（
土
）　

9
：

00
～
15
：
40　
（
於
）
大
阪
木
材
仲
買
会
館
会

議
室
（
〒
５
５
０
―
０
０
１
３　

大
阪
府
大
阪

市
西
区
新
町
3
丁
目
6
―
9
）

受
講
料
は
、
２
２
、０
０
０
円
（
た
だ
し
、
受

講
料
、
テ
キ
ス
ト
代
、
受
験
料
等
を
含
み
ま
す
）

〈
申
し
込
み
・
問
合
先
〉（
一
社
）
全
日
本
木
材

市
場
連
盟　

東
京
都
文
京
区
後
楽
１
―
７
―
12　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
３
―
３
８
１
８
―
２
９
０
６

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―
３
８
１
８
―
２
９
０
７

E-m
ail zennichi22@

gm
ail.com

（林場の視察）


